
金
滞
古
蹟
志
巻
骨

議
備
で
氷
正
十
五
年
三
月
十
日
終
晶
子
宮
樫
郷
↓
年
六
十
八
。
園
好
孫
好

玄
。
以
昌
明
感
九
年
-
生
晶
子
平
安
吋
従
且
組
父
園
好
吋
移
昌
子
宮
樫
吋
長
享
中

富
樫
城
陥
。
傭
書
散
治
.
求
=
之
四
方
-
獲
v
之
。
大
永
六
年
任
=
安
欝
守
↓

賜
a
河
内
春
闘
員
七
年
担
昌
三
好
海
震
予
桂
川
-
有
v
功
.
義
晴
自
昏
ゑ

旗
-
目
。
・
天
下
無
双
馬
上
之
建
者
。
天
文
四
年
増
昌
封
春
闘
邑
吋
七
年
以
v

功
加
且
賜
能
登
都
地
吋
時
在
v
京
師
極
将
軍
務
輝
吋
永
秘
四
年
好
玄
年
六
・

十
二
歳
。
自
-
-
能
州
-
上
v
京
.
献
-
-
停
書
三
十
金
義
輝
遇
v
害
世
犬
訓
肌
ι
約
=

侮
書
予
白
山
寅
殿
↓
元
鑑
三
年
五
月
廿
三
日
卒
昌
子
能
州
一
年
七
十
三
.

と
見
b
、
武
欝
小
停
に
は
、
痛
藤
安
義
守
好
玄
者
。
従
=
粛
藤
備
前
守

芳
建
吋
一
縫
=
馬
襲
之
侮
除
ニ
翼
々
.
錐
=
大
坪
之
支
流
多
吋
一
皆
以
=
好
玄
海
=

中
興
組
-
也
.
と
あ
り
て
、
大
坪
流
の
組
嬬
藤
氏
は
.
世
h
A

・
加
賀
固
石

川
郡
官
接
郷
を
本
居
と
し
、
好
玄
に
至
り
て
は
能
登
に
居
住
す
。
吾

が
奮
藩
の
馬
乗
も
大
坪
流
多
し
。
彼
門
流
の
末
孫
と
一
宮
ふ
ぺ
し
。

。
首
位
留
意

組
尾
紀
に
云
ふ
。
滋
野
川
河
総
に
首
稽
生
歩
。
首
稽
は
京
加
茂
川
又

は
奥
州
あ
た
り
に
多
〈
生
じ
て
、
是
を
馬
ご
や
し
と
云
へ
り
。
さ
れ

ば
詩
に
鑑
馬
織
犯
容
首
穏
と
大
鑑
園
の
馬
天
下
随
一
た
り
。
共
の
地

首
務
多
く
生
宇
る
を
以
て
、
馬
民
飼
ム
ゆ
ゑ
能
し
と
い
へ
り
。
此
の

興
行
す
。
故
に
馬
場
の
芝
居
と
呼
ぺ
り
。
洩
野
川
に
芝
居
小
屋
を
建

築
せ
し
は
、
是
を
初
め
と
注
す
験
。

O
能
役
者
波
宮
邸
跡

元
藤
十
四
年
八
月
金
津
町
人
拝
領
屋
敷
等
取
調
書
陀
、
浪
吉
左
平

・
夜
、
寛
永
三
年
親
伊
右
衛
門
以
来
屋
敷
拝
領
。
と
あ
り
。
共
の
居
邸

は
鵠
野
川
橋
よ
り
馬
場
へ
の
入
口
に
て
、
邸
地
に
舞
台
を
建
て
‘
毎

年
務
能
と
で
猿
幾
を
興
行
す
る
例
な
り
し
か

E
、
，
慶
藩
の
際
舞
台
を

厳
し
、
奥
行
を
止
め
た
り
け
り
。

O
波
宮
大
夫
偉

波
宮
の
元
胞
は
‘
丹
mm
五
郎
左
衛
門
長
秀
の
家
入
、
小
姓
組
の
者
に

て
、
三
百
貫
の
地
を
賜
は
り
、
後
加
恩
有
り
て
四
百
三
十
買
の
地
を

領
す
。
猿
築
を
好
み
、
共
の
術
欝
を
益
岡
タ
震
に
事
ぴ
、
後
観
世
黒

雲
に
皐
ぺ
り
。
初
め
波
寄
彦
三
郎
と
い
ひ
し
を
、
後
波
寄
大
夫
信
親

と
稽
せ
り
。
実
正
丸
年
七
月
廿
目
枠
菊
法
師
及
び
仙
作
へ
の
簸
淑
あ

り
て
、
同
年
八
月
十
三
日
七
十
二
歳
に
て
夜
す
。
息
男
菊
法
師
は
十

八
歳
に
て
父
の
家
業
を
締
ぎ
、
丹
溺
民
の
所
領
加
州
能
美
郡
矢
崎
星

に
居
住
し
け
る
庭
、
慶
長
五
年
丹
一
例
氏
加
賀
の
領
一
地
を
波
牧
せ
ら

れ
、
小
松
披
を
退
去
せ
ら
れ
し
後
も
、
倫
矢
崎
皐
に
居
住
せ
h
y
o

扮

金
滞
古
康
志
巻
叶

ニ
O

。
馬
場
芝
居
小
屋

此
の
芝
居
小
屋
は
奮
跡
に
は
あ
ら
歩
。
鹿
隠
三
年
に
卯
辰
山
の
嶺
上

を
平
均
し
て
町
地
と
た
し
、
商
家
共
を
建
築
し

τ
東
御
影
町
と
稽

し
二
時
繁
昌
す
る
に
随
弘
、
明
治
元
年
彼
の
嶺
上
に
芝
居
小
屋
を
建

て
、
歌
舞
伎
滞
瑠
璃
を
興
行
せ
し
か
ど
、
幾
程
な
く
衰
微
せ
し
ゅ
ゑ

K
.
彼
の
建
物
を
ぽ
閥
助
馬
場
の
慶
跡
へ
移
縛
し
‘
愛
に
建
築
し

τ

盛
岡
官
同
臨
宰
齢

法
師
波
寄
菩
之
尉
信
治
と
改
稿
し
、
殊
に
猿
築
に
長
じ
た
る
よ
し
利

常
卿
聞
召
さ
れ
、
痛
藤
中
説
明
を
以
て
能
役
者
に
召
出
さ
れ
、
居
邸
を

ぽ
海
野
川
馬
場
に
賜
へ
り
。
此
の
邸
地
は
務
土
佐
藤
作
左
衛
門
と
一
宮

ふ
人
・
の
奮
邸
に
て
、
慶
長
七
年
上
ザ
地
と
成
り
た
る
を
賜
ふ
と
い
へ

り
。
扱
喜
之
尉
は
、
明
廃
三
年
三
月
四
日
九
十
四
歳
に
し
て
夜
し
、

小
松
本
蓮
寺
に
葬
る
。
但
し
苗
字
波
寄
を
ば
、
後
に
波
吉
と
た
し
・

子
孫
相
観
し
て
扶
持
米
十
人
口
を
賜
は
り
、
寺
中
観
音
院
雨
祭
砲
の

紳
事
能
等
を
勤
め
、
鰭
橋
櫨
之
進
と
同
等
の
能
役
者
に
て
、
南
大
夫

と
呼
ぺ
り
と
、
亀
尾
記
に
い
へ
り
。

。

丹

波

町

馬
場
一
番
丁
横
山
外
記
元
邸
地
の
横
町
を
ぽ
、
丹
波
町
と
呼
ぺ
h
y
o

背
此
の
地
漣
紳
谷
丹
波
の
居
邸
悲
り
し
故
町
名
に
呼
べ
り
と
。
但
し

今
は
此
の
町
名
を
慶
止
せ
り
。

O
脚
谷
丹
波
偉

神
谷
氏
の
組
守
孝
は
、
初
め
左
近
と
稽
し
、
藩
組
利
家
卿
の
子
小
姓

よ
り
取
立
て
ら
れ
、
采
地
九
千
石
を
賜
は
り
、
文
総
四
年
三
月
叙
鰐

し
、
従
五
位
下
信
浪
守
を
奔
任
せ
し
庭
、
寛
永
五
年
永
井
信
濃
守
備

政
江
戸
老
中
の
列
に
加
へ
ら
れ
し
に
依
り
て
、
九
銭
守
と
改
稿
し
、




